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粉青沙器を視野に入れた
伝統釉配合と化粧掛け法の基本
水 上 和 則＊
【 はじめに 】
《陶芸》は陶を素材とした芸術表現を行うものであり，一方で《伝統陶
芸》は工芸美術に属する。純粋美術に対する工芸美術は，作品が明確に用
途をもつものであり，壺・罐類では口をもち内に内包する容積を持たねば
ならないし，液体を受ける碗類ではその液体が漏ってはならない。伝統的
陶瓷技法は，一方で定型をもたない粘土という素材を成形する技術であり，
施釉・焼成は化学による論理を適合させる技術である。ここに美しさを醸
す何物かをもつことで，工芸美術品は完成する。一方で，生活用品として
の陶瓷器は，窯業製品としてもっぱら実用部分だけが重視されており，大
量に，より安価に生産される。この工芸美術と窯業製品に共通する言わば
陶瓷理論は，何時も疎かにできないものである。化粧掛け技法についても，
明瞭にこの理論は適合する。
ところで私は，化粧掛け技法が，歴史上いつ頃また何処で始められたの
か知らない。研究者であっても，おそらくこの設問に正確に答えられる人
はいないであろう。東洋においては紀元前の昔からつい百年ほど前まで，
中国は陶瓷の先進国であり周辺諸国の陶瓷文化をリードしてきた。化粧掛
け技法が中国の何処かの窯から始められたと考えることは，おそらく誤り
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ではないだろう。それが，中国北方であったのか南方であったのかという
と，すでにこの推察は難しい。陶瓷器素地を，本来の土色ではなく白く見
せるための白化粧を化粧掛け法の第一義に置けば，一般に南方に鉄分を多
く含む赤土が多いため，中国南方をその解答としてよかろう。しかし，陶
瓷史上の初期灰釉段階において，光沢ある釉（白釉・黒釉・その他の釉を
問わず）を目指したために釉の下地としての化粧を想定すると，硅酸を多
く含む粘土の産出に乏しい中国北方がその解答となろう１）。さて今日中国
じしゅうよう
においては，化粧が施されたやきものを生産した窯として，河北省の磁州窯
をその代表に挙げることができる。磁州窯は中国北方にある。この事実を
考えると，案外後者の理由も大きかったのかもしれない。すなわち，陶瓷
器素地を白く見せるための白化粧のみが，化粧掛けの目的と考えてはいけ
ないのである。常にその他の可能性も考慮しなければならない。
本論では，化粧掛け作品の芸術的特質を取り上げるものでは無い。化学
的に窯業生産技術的に「釉との関わりを含め，化粧掛け法の基本・考え
方」を，まとめておくことを目的とする。
１．高火度釉の誕生と化粧掛け
ここでは一先ず陶瓷器素地原料の選択と，釉の誕生を化学的な面から明
らかにしておく。
１－１．陶瓷器素地の原料
素地に用いられる原料は，古代では河川の澱みに堆積する粘土質物や，
湖沼に沈殿する粘土質物を清浄な水で洗い，内に含まれる木屑や石粒を取
り除いて用いていた２）。中世では，主に巨大な湖に沈殿堆積した粘土質物
が隆起によって地表で採掘できる状態となっている場所に行き，粘土質物
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を得ていた。近世になると，より不純物の少ない白色原料が希求され，母
岩近くで風化した粘土鉱脈を求めて，山内掘削を始めた。これらは，陶瓷
器の素地原料として，ほとんどの場合山から掘り出してきたままの単体で
使用されていた３）。この事が，生産された土地土地の特色をそのままも
つ４），地名を窯名とする事に繋がった。
各窯でその単体使用されていた原料を陶瓷原料として改めて見直すと，
その性質や用途によって，次の３種に分けることができる。
 粘土質原料…カオリン質鉱物など最も火に強く，粘りをもつ中性原料
 媒熔原料…主に長石で，これを加えることで火に弱くなる性質をもつ，
アルカリを含む塩基性原料
 非可塑性原料…珪石（石英）のことで，火に強く，石粉と呼ばれ粘り
を除く性質の酸性原料
この３種を，適度な割合で混ぜ合わせることで，同じ陶瓷器でも用途の
違いによって硬さ・色つや・強衝撃性・透光性等目的に合わせた粘土とす
ることができる。
表１．は代表的天然原料と含まれる鉱物を示したものである。表の上段
は鉱物である３種すなわち理論値を示し，以下下段は３種鉱物がどの様な
しらえつち
割合で含まれるのか，を示す。なお白絵土のカオリンは原料の性質上鉱物
のカオリンに属すものの通称であり，珪石は石英を多く含む原料の通称で
ある。石英の純度が高く巨大な単結晶の鉱物を水晶と呼んでいる。また表
カオリンとカオリン質鉱物 長石 石英
赤津蛙目粘土（愛知県瀬戸） ７８．２９％ ６．５５％ ６．０２％
白絵土カオリン（岐阜県） ８６．７５％ １．９１％ １．４５％
中国長石 ― １００．０％ ―
珪石 ― ４．４０％ ９５．６０％
表１．代表的天然陶瓷原料と含まれる鉱物
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あかづがいろめねんど
中，赤津蛙目粘土は，愛知県瀬戸市赤津地域で産出する天然原料で耐火度
が比較的高い。岐阜県で産出する白絵土は性質上カオリンで，白色で美し
いことから化粧掛けのための化粧土として用いられることで良く知られる。
中国長石は中華人民共和国のものだが産出地は不明である。その組成は鉱
物としての理論組成に極めて近く，純長石なのでここでは産出地を問わな
い。珪石も９６％－９８％の石英を含むものが通常なので，これも産出地を問
わないことが多い。
この３種を混ぜ合わすことで，様々な性質の陶瓷器を作ることが出来る。
すなわち理屈の上では，倣製しようとする産地粘土の素地組成さえ分って
いれば，世界中のどの地域の窯場のものでも似たようなものは出来る５），
というのが近代に始まった陶瓷原料学の成果と言うことになる。無論言う
図１．陶磁器素地の軟化温度と各種素地原料の配合を表す三角図
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までも無いことだが，倣製しようとする窯の焼成温度など，焼成の条件が
整わなければ，見た目のうえで異なるものとなることもある。
図１．は陶磁器素地の軟化温度と各種素地原料の配合を表す三角図で，
頂点がカオリン１００％であり，左下が石英，右下が長石それぞれ１００％を表
す。図中に記された A～Iまでの各点は様々な瓷器素地の調合割合を示し
ており，例えば図に示される日本の一般磁器 B点は，カオリン３０％と長
石３０％石英４０％の割合で調合することで得られることを示している。三角
図中の曲線は，軟化温度を示す等温線である。
図からも分かるとおり素地の調合は各割合の幅が広く，割合を変化させて
も連続的に滑らかに変化をするので，変化した様子を意識するのは難しい。
それに対して次に示す釉の調合では，調合による性状変化は激しく，調合
範囲は狭いものである。
１－２．耐火物と素地
焼きものを高温で焼成することができるようになったのは，燃料の燃焼
による熱を，できるだけ逃がさないように，覆う構造としての窯が発明さ
れたことによる。高火度の焼きものを焼く窯を構築するためには，高温に
耐えられ，高温時の機械的強度が充分である材料がなくてはならない。こ
も の
ういった材料を“耐火物”と呼ぶ。現在，一般に陶芸の築窯で使用される
耐火物は，耐火レンガである。
素地の上に掛けられた釉は，原料調整から眺めた時，どのように位置付
けられるのだろうか。図２．にあげる原料調整から見た釉調合理解のモデ
ルをしめす。
図において縦軸は焼成温度を表しており，上部になるほど高温という事
になる。図中曲線は材料の状態を分けるもので曲線より下部は固体の様相
をもつものであり，上部は液体の様相をもつものであることを表している。
中央部が下がっているが，横軸に示すように混じり合った材料の性質を酸
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性材料と塩基性材料の性質に分けて，より酸性が強い性質や，より塩基性
が強い性質の場合には，高温で焼成しても液相になりにくいことを表して
おり，反対に下がった部分は低い温度でも液相になることを表している。
要因は酸と塩基のバランスということになる。図１．の三角図では，３種
の内最も塩基性の強い原料は長石であり，アルカリを多く含む。右下長石
１００％に記載される長石の軟化温度は摂氏１２５０℃であり，これに塩基性材
料でありアルカリ土類の石灰を加えると，更に低い温度で液相となる。
図２．上で最も低い点を示したのが a点であり，この時の最低熟成温度 b
は，陶芸で行われている調合範囲では経験的に１２３０℃近辺となる６）。すな
わち，中国で開発された木灰を溶融剤とする高温石灰釉では，常識で考え
られる範囲の一般窯業の焼成時間内（現在の日本では２０時間程度）で
は，１２３０℃より高温にしなければ釉にならない事を示している。但し，こ
の図はあくまでも本論を展開するため説明のために付した概念図であり，
最も低い調合になる点 a点が，材料の性質上中性になるとか，固相から液
相への熔解温度が厳密に示されている分ではない。しかし，この図からは，
材料が酸性になればなるほど，また，塩基性になればなるほど，耐火性は
図２．原料調整から見た焼成温度と釉調合理解を即すモデル．
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上昇することが読み取れると思う。
東アジアで作られた伝統的高温焼成の陶瓷器は，材料的に酸性の性質を
有している。耐火レンガで作られた窯内部に，それよりも耐火度の低い素
地が収められ，その素地にさらに耐火度の低い釉が掛かっているといえる。
耐火度からみた場合，図中のは窯を構築している耐火レンガや窯道具，
は窯に入っている焼きものの素地，そしてはその素地に施釉されてい
る釉である。これらはいずれもが酸性材料に含まれる領域にあり，材料で
言うなら粘土質あるいは珪石質のものである。陶芸で使用される釉や素地
かまつち め つ ち
材料から，窯道具としてのハマ・窯土・芽土までの原料は，図のから a
点までの間にすべて入っているといってよいであろう。
このように，釉を耐火度からみれば，焼きもので用いられる材料の中で
は最も耐火性の低いものであることがわかる。もっとも，図のからま
での関係は相対的なものであり，用いられる焼成温度が高い場合（縦軸の
上方に位置する場合）には，の素地が軟化し変形したり，の釉の粘性
は極端に小さいものとなり素地に留ることが出来ずに流下する場合がある。
このように～の材料について拡大して考えると，焼成温度さえ選択す
れば，地上の多くの土石は，焼きものの原料となる可能性がある，という
ことになる。
かいゆうとうき
１－３．灰釉陶器の誕生
陶芸で用いられる原料の多くが，酸性から中性に向けての性質をもつが，
塩基性原料である木灰が釉に使われ始めるようす見てみよう。
焼成温度が１２３０℃を越えるようになると，肌理の細かな泥質の焼締陶で
は，燃料の木灰が自然に降りかかり，それが素地の成分と反応し，きわめ
て薄くではあるが自然降灰釉の認められるものができあがる。写真１．は，
我が国中世陶器でしばしば見られる自然釉壺である。焼成窯内で燃料が燃
焼により木灰となり壺の上方から降りかかり，素地と反応した結果釉とな
228
っている。このように工人等は，陶器を高温度で焼成すると，やがて器物
表面がツルツルした光沢のあるガラス面におおわれて焼き上がってくるこ
とを発見する。その後，燃料木灰と素地土とをあらかじめ混ぜ合わせ，陶
器表面に塗り付けて高温で焼成することがはじまる。施釉陶器の誕生であ
る。この最初に施釉された陶器を“灰釉陶器”と呼ぶ。硬く焼け締った本
格的瓷器の誕生は，中国前漢時代にはじまるとされる。それに先立つ一千
年ほど前（紀元前１０００年頃）に，瓷器の直接の先祖とも言える“灰釉陶器”
が焼造される。これはまぎれもない人工施釉の陶器である。自然釉発生の
様子を図２．の上で解説しておく。
燃料灰の主成分の５０％程は石灰であり，残りの５０％程が燃えカスでまだ
炭素が残っている。石灰である炭酸カルシウム（CaCO３）は塩基性材料で，
図２．の上では左端に属す材料である。従ってこれは塩基性の耐火物であ
る。通常の陶瓷器焼成温度程度では，石灰は液相になることはない。しか
しこれが陶器素地上に降りかかると，素地と木灰との接面より反応が起こ
写真１．自然釉壷（鎌倉時代）常滑市立陶芸研究所蔵
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り釉となるのである。図２．の上では，酸性の素地と塩基性の木灰が混
じり合い，両者の条件が中央部に近い割合になると，接触面から低い温度
で液相になるのである。この時焼成温度が高ければ高い程，釉になるため
の混じり合う条件の幅は広くなり，降灰層が厚くても薄くても自然釉が出
来上がることとなる。
実際に山から産出する素地土３種を選び，松灰を掛けて焼成してみた結
とこ
果が，表２．および写真２．である。３種とも写真１．を焼造した愛知県常
なめ し
滑市古窯址近傍の粘土であるが，特に《古窯荒土》は古窯址内の工房から
出土した粘土原料と近似のもので，古窯址から数百メートルの近郊から得
写真２．粘土に木灰だけを掛けてみる（左が厚掛）SK８RF
乾燥縮 焼成縮 特徴
古窯荒土 ０．９３ ０．８８ 赤褐色胎体，緻密な粘土質，か
なり粗い珪石粒混入
山砂白土 ０．９５ ０．９２ 白っぽい褐色胎体，浜砂状粒が
集合，粘土分が少ない。
板山白土 ０．９５ ０．９１
褐色胎体，適度な粘土分を含む
かなり粗い珪石粒混入，鉄分を
比較的多く含む，耐火性が高い。
表２．実験で使用した愛知県常滑地域で産出した粘土三種の性質と特徴
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たものである。試験焼成の結果も古陶の表情と似ている。《古窯荒土》は
乾燥縮が大きく粘土の成分が多いことが推測され，また焼成縮も大きいこ
とから，３種の中では耐火度の低い材料と言える。自然釉の緑の色合いも
古陶と近似し，粘土中に含まれる酸化鉄の割合も丁度良い。《板山白土》
は，焼成した結果釉表面がサンドペーパーのように艶がなくガラス感に乏
しくカサカサしており，まだ熔化温度に達していない印象である。《山砂
白土》は，《古窯荒土》と《板山白土》の中間的な性質で，部分的には緑
色の釉が出来上がっている。しかし，粘りが少なく粘土としての成形性が
悪いため使用に堪えない。
このように，自然釉は木灰と素地が混じり合って出来るものであるので，
選択する灰もさることながら素地も重要である事が分かる。両者を予め混
ぜておき，刷毛塗りを行った中世陶器では，工人等の材料組成についての
化学的知識は乏しかったと推察するが，今に残る博物館・美術館に展示さ
れる作品は，調合割合がぴったり合っていると感じるものばかりである。
経験から編み出した材料選択と調合割合なのであろうが，その水準は高い。
１－４．化粧掛け
さて，中国において初めて化粧掛けが行われたその目的は，文頭で記し
たように未だ明解ではない。化粧掛けは，紀元５・６世紀の南北朝時代に
興った技法と考えられ，完全な白瓷の完成する７）南北朝末から隋朝を遡る
ものである。ここでは化粧掛け技法の開始年代を追求する目的ではないの
で，技法的な外枠を述べて，次の章に繋げてゆくことにする。
化粧掛けによって，素地色とは異なる色の陶瓷器を生み出すことを目的
とした場合，素地と化粧土，化粧土と釉の間の，異なる材料が接する上で
必要な条件は次のような事が考えられる。
た い
１．素地土を用いて成形された胎体と，その上に掛けられた化粧層の密着
が良好な必要があり，理想的には両者の乾燥縮と焼成縮が一致することが
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望ましい。実際には化粧を掛ける時に，化粧土の流し掛けや浸し掛けが行
われるので，化粧土は多量な水分を含み土の密度が疎な状態であり，反対
に胎体は成形時よりも若干乾燥しているので密な状態であり，両者の乾燥
縮を一致させるのは難しい。予め胎体を素焼きしてから行う素焼き化粧で
は既に一方の乾燥縮は完了した状態であり，両者の収縮を合わせることは
更に困難を伴う。
２．胎体上掛けられた化粧土と，その上に掛けられるで釉とでは，親和性
からみれば焼成後ガラスとなる釉との親和性は胎体と比較して良い。ガラ
スとなる釉は，化粧土表面の細かな凹凸についても熔化侵入し，強力に結
びつく。この時の化粧土と釉の焼成による熱収縮率は，やはり近い状態と
なることが望ましい。釉の熱収縮率が大きい場合には，しばしば胎体と化
粧土層の接面で剥がれ，胎体から釉と化粧土が共に捲れ揚がるという欠点
を生じる。
３．図２．の上で，化粧土はどの様な位置付けになるかと言えば，の素地
土で成形された胎体と，の釉の中間耐火度をもつが化粧土と考えてよ
い。しかしこの場合化粧土が胎体と強力に密着すれば良いので，の位置
が化粧土となることは必要条件ではない。
４．先に記した図２．上での化粧掛けに使用する釉の条件は，予定される焼
成温度で熟成する釉であれば何でも良いことが分かる。出来上がった作品
を化粧土のもつ色合いに見せたいのであれば，当然釉の条件は白釉８）とい
うことになる。白く見せるための白化粧であったなら無論のことである。
２．白化粧と白釉
白化粧が中国で始められた技法であったとしても，その技法が我が国に
伝わったのは朝鮮半島経由であったと推察される。現在の韓国南岸に位置
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する諸窯から，北部九州への伝来であったろう。多くの白化粧作品を見る
と，使用されている白化粧と白釉との関係において，様々な組み合わせの
あることに気付く。ここでは，釉と白化粧の組合せと焼き上がり表情の違
い，その等の技法について述べる。
２－１．伝統の灰釉と長石釉
１－３．灰釉陶器の誕生では，胎体を作るための素地土に木灰を加えて初
期の灰釉が作られたことを述べた。この二種の釉原料を混ぜ合わせて釉と
なす技術は，中国においておよそ紀元前１０世紀から，白瓷の焼造の始まる
６世紀頃まで続いていた。青瓷を主に生産する越窯では，基本的調合法と
して１２世紀前半まで変わらず行われていた技法である。唐代以来越窯の高
ねい
級青瓷は秘色瓷と呼ばれ，宮中への貢瓷がなされていたが，中国浙江省寧
は し
波市の港岸遺跡出土品にはこの秘色瓷砕片がみられ，その後の宋代を通じ
図３．中国歴代窯で用いられた釉の塩基性成分の年代変化
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て貿易品として新羅・高麗や日本にも運ばれていた。基本的配釉法として，
二種釉原料混合法は高麗青瓷生産でも行われている。
さてそこで，中国歴代窯の釉の化学組成９）より，用いられた釉の塩基性
成分のみを選びグラフに提示するとき，表記の方法を大きくこのアルカリ
（カリウム・ナトリウム）とアルカリ土類（石灰とマグネシア）の２種に
分けてみる。図３．は，塩基性成分構成図である。塩基性成分の平均重量
比（Wt％）を窯別年代順に積み上げ棒グラフで示したもので，中央を０
とし中央より左側に酸化カリウム（K２O）酸化ナトリウム Na２O）を，ま
た右側に酸化カルシウム（CaO）酸化マグネシウム（MgO）を表したも
のである。この左右を合わせた合計が釉中に含まれる塩基性成分の量であ
る。図では，上部より窯別に焼造年代の古いと思われる順に並べた。
図３．中左側，アルカリの酸化カリウムと酸化ナトリウム合計量の変化
を見ると，南宋龍泉窯青瓷までは６％以下であって，平均３％前後と含ま
れる割合が少なく，元代に入ると増加し明代景徳鎮青花瓷では最大の７％
となる。また，酸化ナトリウムに限ってみると，宋代までは平均１％以下
と少ないが，元代以降急激に増加し３％を超すようになる。
次に図３．中右側，アルカリ土類の酸化マグネシウムと酸化カルシウム
合計量の変化を見ると，図中には記さないが商代以来アルカリ土類の含ま
れる割合は全体の２０％前後で，唐代から宋代前半の越窯青瓷までは大きな
変化を見ない。しかしそれ以後宋代晩期まで各窯共に１２％前後と減少し，
元代以降では８％前後まで減少する。これに伴い酸化マグネシウムも減少
するが，その比率は宋代以降の窯で高く，全体に占める割合は少なくなる。
元代以降はさらに減少し１％に満たなくなる。窯別に塩基性成分の組成を
みると，用いられた原材料の特質や釉の特徴を反映する内容となっている。
さて再び図３．左側の酸化カリウム・酸化ナトリウムに注目すると，宋
ようしゅうよう すうふよう
代耀州窯では，その合計値が釉全体の３％前後であるが，元代枢府窯，元
代大都出土の青花瓷白釉ではその値が倍の６％を越える。このようにアル
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カリ分が増加するとともに，元代枢府窯や元代大都出土の青花瓷白釉では，
酸化ナトリウムが著しく増加しアルカリ分全体の５０％にまで達している。
以後，元大都出土の青花瓷白釉から清代青花瓷白釉まで，いずれも酸化ナ
トリウム分の多い釉組成となっている。
図４．Goldichの風化安定系列に示されるように，Na長石は K長石より
も風化がされやすく，原料に含まれる酸化ナトリウムが増加するというこ
とは，未風化岩石原料であるアルカリを多く含む長石質原料の使用のはじ
まりを表している１０）。白瓷生産を目指し，より不純物の少ない白色原料が
希望され，母岩近くで風化した粘土鉱脈を求めて山内掘削を始めたためで
あり，掘り出されたのは瓷石であった。母岩として想定される花崗岩や流
紋岩は，その内に造岩鉱物の長石を多く含みその結果として，酸化ナトリ
ウム分の多い釉組成となったのである。それまで文字通り土として産出し
た粘土は粉砕の必要がなかった。瓷石で産出すれば，白い原料を得るため
に岩石を粉砕する必要が生じたが，家畜労働力や水車を使用して困難な作
業を行った。
越窯青瓷の灰釉から，白瓷量産の長石釉への移行（素材的には木灰から
図４．Goldich の風化安定系列（下方がより安定な鉱物）
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石粉・長石質物への移行）は，北宋末・金代にはじまり元代枢府瓷で完成
するとみられる。この当時の釉調合の原則が，素地材料に媒熔剤を加えて
軟化温度を下げる手法であり，素地原料の組成変化がそのまま釉の組成変
化につながっていたわけである。
長石釉の使用によって瓷器装飾に最も大きな変化が与えられたのが，河
てつしゅうか
北省磁州窯ではじまる鉄繍花と呼ばれる鉄絵の技法である。それまで器表
面に顔料を筆で描いても焼成すると滲みが生じ，描かれた絵はくっきり見
写真３．《青瓷褐彩罐》部分 南朝 浙江省博物館蔵
写真４．《白地黒花“ 濱逸人制”長方枕》部分 金 磁県博物館蔵
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えなかった。写真３．は浙江省博物館が収蔵する《青瓷褐彩罐》南朝の作
品である。酸化鉄による描画を行ったもので典型的な灰釉が掛けられてい
る。滲みが多く点描周辺が明瞭でなく，元の紋色が何を表現したかったの
かはっきり見えないことが分かる。その後の長石釉の使用で，困難であっ
たものが克服されたのである。写真４．は河北省磁県博物館の所蔵する磁
州窯《白地黒花長方枕》金代のもので，酸化鉄により見事な筆さばきで緻
密に仙人が描かれる。これには長石釉が薄めに掛けられており，胎体上に
掛けられた白化粧土は極めて均質に見える。焼成後にあってこれ程文様が
鮮明に見える陶瓷器は，歴史上かつて無かった。その後鉄繍花の装飾法は，
江西省景徳鎮窯に伝わり青花瓷誕生に関わる訳なので，長石釉の発明は陶
瓷史上の巨大な変革であったことが分かる。中国での長石釉使用は，１２世
紀初め磁州窯に始まると考えているが，釉組成分析の数量も少なく確定的
ではない。景徳鎮窯では１３世紀の末より１４世紀初頭に長石釉の使用が始ま
る。
元代前期に完成するとみられる枢府瓷と呼ばれる瓷器に掛けられたつや
消し釉は，長石釉である。それまで一個体のみでなく枢府瓷というグルー
プ全体が，これほどに均一に焼きあがった例はなかった。長石釉は，工業
的に良質釉１１）と言ってよく，光沢透明領域が広く，焼成温度幅が広い。広
いとは温度上昇に伴い釉は軟化するが，ガラスとなり融け始める温度から，
粘性を殆ど無くし流下してしまうまでの幅が広いことを意味している。言
葉を変えると，温度に対して釉の粘性が高く，何時までも粘りを失わない
ひおもて
性質であることだ。その結果，従来の伝統的灰釉では，火表１２）は熔け過ぎ，
ひ う ら
火裏は不熔といった事が起きたが，釉改良後の長石釉では表裏均一に熔化
する。この事により，磁州窯鉄繍花の例，景徳鎮枢府瓷の例，そして３０㎝
を超える大型の陶瓷器の生産も可能となった。
長石釉の完成が，仮に枢府瓷に一致しているとするならば広東省博物館
に，延祐二年（１３１５年）の可能性をもつ《枢府款卵白釉印花盤》１件１３）が
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収蔵されており，他の報告も考え合わせると遅くとも１４世紀初頭に設定で
きる。その当時，新安沖沈船から引き揚げられた陶瓷器からも知られると
おり，東アジア海域への貿易陶瓷として，景徳鎮窯と龍泉窯の生産品が大
多数を占めていた。このことから，枢府瓷の生産窯である景徳鎮窯の生産
動向は朝鮮・日本に比較的早く伝聞していると考えられる。しかし，具体
的な技術伝搬を考えると，李氏朝鮮年代の早期１４世紀代中頃には長石釉に
よる生産が開始されたと思われ，該地において１５世紀代ではすでに完成さ
れた技術であったと推察される。
２－２．白化粧に用いられる二種の白釉
さて再び先に記した図２．の原料調合のモデルに戻り論を進める。
工業的良質釉である長石釉ではその調合範囲を，焼成窯の内部の温度分
布に対応するために図の a点より酸性に偏った点にはじめ，点方向に
幅をもって調合する。かつて水に溶いた長石粉砕物１０杯に対して，同様に
水に溶いた木灰を三杯加えたもの１４）が点とするならば，二杯のもの，一
杯のものと木灰の添加量を減らしたものが点に近い釉調合である。いず
れも酸性の範囲で調合されており，このとき，釉と素地の相関で，焼成時
に素地の一部が釉中に取り込まれるといったやり取りは，基本的に最も低
い変形温度（a点）より酸性の釉では少ないと考えられる。少ないことは
施釉された釉の厚みと無関係に近い状態になることで，釉に安定性のある，
工業的良質釉となる。
しかし，釉がこれより塩基性に調合されている時，図２．の点では釉
と素地の両者間の関係は異なるものになる。すなわち，素地中に浸透した
釉と素地の境界面において，釉がより低い温度で熔化できるように，自ず
から素地中から釉中に必要な酸性成分の供給がなされる。すなわち両者間
で共融や晶出１５）が起こると考えられ，取り込まれる酸性成分は，素地中に
多く含まれるカオリン質粘土成分であり珪石成分に由来する。共融や晶出
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の極端な例は，すでに見てきた自然降灰釉であり，灰釉に取り込まれた素
地土の緻密な粘土分や珪石分が釉接触面の胎体表面より見られなくなり，
大きな珪石粒のみが残ったままとなるため，表面の凹凸は大きく，それが
又灰釉陶器の魅力ともなっている。この時の共融反応の条件は，素地上に
木灰の降った量（厚み），素地中の鉱物等の粒度，焼成温度と焼成時間で
ある。条件の違いによって，素地上にできる自然釉の状態は随分と異なる
ものになることは，良く知られている。すなわち調合済みの灰釉において，
内に塩基性成分を多量に持っていれば，程度の多少はあるが自然降灰釉と
同じように反応する。施釉の厚みによって素地土との関係は様々に変化す
る分けである。こういった伝統釉は，工業的には使用しにくいもので，特
に釉の色彩や性状に均一を求められるタイルの製造では，施釉された釉の
厚み等の違いによって様々な釉色と性状のタイルが出来上がり，今日的価
値観では製品の均一性は失われ使用に堪えないものとなる。これはまた灰
釉の掛かった写真３．越州窯作品の例のように，弁柄（Fe２O３）や含鉄原料
（Fe２O３・mSiO２・nH２O）はカオリン質粘土と同様の働きをもつため，素地
表面に描かれた弁柄や含鉄原料は，灰釉では共融により一部が釉中に取り
込まれることとなる。これが，描かれた瓷器上の絵の輪郭が明瞭でなく，
細かな濃淡の表現ができない，滲みを生じやすい原因である。反対に長石
釉では弁柄や含鉄原料への反応が小さく，顔料が釉中に取り込まれにくい
ため描かれたままの明瞭な状態で焼き上がる訳である。
限定準備された原料の組み合わせから，釉が最も低い温度で軟化する点
（図２．の a点）を見いだすことで，素地の組成や釉層の厚さに対して敏感
に反応する変化の多い領域への調合を行なうことができる。また，反対に
これらの条件の違いに対して影響を受けにくい安定な領域への調合も自在
にできることとなる。
２－３．二種類の白化粧
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同一の考え方を，釉下にある化粧土に対して応用してみよう。
１．はじめに化粧土の性質が素地土に近く適度な耐火性をもつものを使用
する。これを普通化粧と呼ぶことにする。この上に長石釉が掛けられてい
るとしよう。この場合は，釉と化粧土間の反応は少なく，長石釉の特徴が
もつ均一な表情をもつものとなり，仮に化粧表面に鉄絵が施されていても
文様はくっきりはっきり見え，滲みが生じることはない。
２．しかしこの普通化粧に灰釉が掛けられていたとしよう。釉の厚みに応
じて化粧との反応に差が生じて灰釉としての変化の生まれるものができる。
鉄絵が施されていれば，釉中に取り込まれ文様は滲みが多くはっきり見え
ないものとなる。化粧土の欠点である捲れ揚がりも起きやすい。
３．上述の１．２．に用いた普通化粧は適度な耐火度をもっていたが，これに
対して化粧土の耐火度が低く，素地と釉の中間的な半熔化する化粧を薄掛
けにしたもの，これを熔化化粧と呼ぶことにする。熔化化粧上に長石釉を
掛けたとする。原則的には化粧上に鉄絵を描くことは可能だ。しかし，熔
化化粧では均一に白い化粧と違い，化粧の間から部分的に胎体色が見え隠
れするため，描かれた文様がはっきり認識できない場合もできる。化粧の
表情には変化があり，釉の粘性が高いため，釉表面には釉や化粧の熔化に
より発生した気体によってできたピンホールが見られることがある。
普通化粧土の厚掛け 熔化化粧土の薄掛け
長石釉
・化粧上に鉄絵・呉須絵可能
・焼成後の表情極めて均質
（１４世紀に鶏竜山で発達普及した，
基本的に白瓷生産の技術）
・化粧上に鉄絵は原則可能
ただし細やかな表現はできない
・化粧土の表情に変化がある
（一部の刷毛目茶碗に見られる）
灰釉
・化粧上に鉄絵は原則不可
滲み多く細かな表現はできない
・焼成後の表情に変化がある
（象嵌青瓷末期段階より，白瓷移
行期に見られる）
・施釉層の厚みにより，化粧の表
情が激しく変化する
・焼成後の表情は定まらない
（一部の彫三島茶碗に見られる）
表3．化粧土の種類と上に掛けられる白釉の種類の違いによる表情変化
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４．熔化化粧に灰釉を施釉すると，施釉時の釉の厚みによって化粧の表情
は激しく変化し，意識的に鉄分を多く含む素地土を利用して，化粧土・釉
の反応変化を演出することもできる。鉄絵は釉中に熔け込み熔化化粧の変
化も加わり文様として認識できなくなる。以上の四種について，主な表情
変化を表３．にまとめる。なお，化粧土にしても白釉にしても，図２．「原
料調整から見た焼成温度と釉調合理解を即すモデル」で見てきたように原
料調合は全て連続的に変化するものであり，長石釉と灰釉との区別につい
ても，明瞭に分けがたい。たとえ陶瓷原料学として両者の区別を言葉の上
や組成値の上で分類しても，素地原料の違いや焼成条件によって焼き上が
りの結果である釉性状は変化する。その事を理解の上，表を読み解いてほ
しい。
２－４．粉青沙器の化粧と釉
さて，我が国では朝鮮半島から招来した陶瓷器を含む工芸美術品の総称
を高麗物と呼び，その茶碗を高麗茶碗として多くの美術館や博物館に収蔵
されている。高麗茶碗のなかでも，李氏朝鮮時代に始まる粉青沙器と呼ぶ
グループがある。高麗末期の象嵌青瓷の流れを汲む三島と呼ばれる印花白
土象嵌ものから，刷毛目，粉引きまでの多くの種類が含まれる。なかには
象嵌として胎体に釘彫りを施した後に白土を埋めたものがあり，白土を化
粧としたものも見られる。
これ等の作品群を見ると，注目すべき点を幾つか発見できる。特に釉に
ついて言えば，高麗青瓷が越窯の伝統を継承する灰釉系青瓷釉が施釉され
たものであること，ほとんど朝鮮独自と言ってよい象嵌青瓷釉には伝統的
灰釉系と長石釉系の両種が混在していること，三島茶碗と呼ばれるものに
も混在が見られることである。一方で，伊羅保茶碗はもともと灰釉系なの
に対して，同一系といってよい近い器形をもつ井戸茶碗には，長石釉系白
釉を薄く施釉したものが多いことが分かる。また，粉引茶碗，刷毛目茶碗
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に長石釉系白釉の掛けられているものが多いことである。
写真５．は三島茶碗の一種であり《礼賓三島茶碗》と呼ばれることがあ
る。この“礼賓”の文字は鉄絵であり，文字がこれ程明瞭に見えるのは釉
中に酸化鉄を取り込みにくい状態，すなわち長石釉が使用されている為で
ある。写真６．の《刷毛目茶碗》にも，写真５．と同様な白土が刷毛塗りさ
れた上に長石釉が掛けられており，一部口縁部分に釉の剥がれが見られる。
口縁部では特に化粧土が厚めに掛かる事が多く，収縮率の不一致や接合力
が足りずに胎体と化粧土の間で剥離が起きる。また刷毛目茶碗には熔化化
粧が用いられる例もあり，この場合には素地色の見え隠れする変化に富ん
だ表情をもつ茶碗となっている。写真７．は《玉子手茶碗》と呼ばれ釉が
やや黄みを帯びている処からの呼称であろう。この茶碗は白土による白化
写真5．《礼賓三島茶碗》徳川美術館蔵 写真6．《刷毛目茶碗》野村美術館蔵
写真7．《玉子手茶碗》彦根城博物館蔵 写真8．《金海茶碗》耕三寺博物館蔵
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粧をもたないが，典型的な長石釉の表情をもっている。やや厚掛けされた
釉表面は均一で平らな状態というよりも，なだらかな凹凸をもっており，
柔らかい表情を助長するかのようなピンホールをもつ。これは粘性の高い
釉のもつ特徴で，我が国の志野茶碗に共通する。
総じて長石釉系の白釉の薄掛けが多いのは，粉青沙器と呼ばれる一群の
生産期が１５世紀前半から１６世紀前半１６）であるためかも知れない。それは先
に記したように，岩石を粉砕して釉原料と成す技術は朝鮮に１４世紀末期に
は伝搬していたと考えられ，１５世紀には完成した技術となっていたと推察
される為である。つまり，一旦焼成温度幅の広い長石釉の使用を始めたら，
焼成時の釉による失敗は格段に少なくなり，再び歩留まりの悪い伝統灰釉
に戻れないからであろう。その一方で写真８．は《金海茶碗》と呼ばれる
ものであるが，化粧は施されていないものの，釉は典型的灰釉の表情をも
ち，高麗青瓷生産以来の伝統も一部温存されていたことをうかがわせる。
以上，当然ながら多数の作品一つ一つについて作品名称・所蔵等を明確
にして化粧と釉の個別評価をすべきであるが，化粧に関する基本的技術の
記録を目的とした本論では作品概観の印象にとどめた。粉青沙器に対応す
る詳細については，改めて論を起こすことにする。
【 まとめ 】
本論では化粧掛け法の基本を，多様な粉青沙器製品を視野に入れて述べ
た。まとめとして，二・三の考えを示しておく。
粉青沙器の生産年代を明らかにするには，本文注（１１）で取り上げた姜
敬淑女史をはじめとする多くの研究者が取り組んでいるような，こまめな
紀年銘資料の収集と編年作業が必要である。こういった努力に対して，陶
瓷生産技術の変化から大まかな製品の生産年代を推測することも可能だ。
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それは，中国各窯から伝えられた原料開発や生産手法の革新で大きな変化
を掴むことができることから，その技術革新の流れに粉青沙器製品の装飾
法を当てはめてみようとする手法である。
すでに見てきたように，高麗末期から李氏朝鮮初期にかけて長石釉の使
用が始まることが感得された。製品の均一性を望み，泥土を水簸して胎土
とする手法から，粘土母岩に近い岩石を粉砕する手法に変化していった結
果である。これが長石釉に繋がる。そして一旦進歩発展した技術は，逆行
するのが難しいという事実である。その結果，製品生産年代の前後関係を
掴むことが出来る分けである。
一方，化粧掛けが白瓷生産の前段階として，その目的を胎体色を白く見
せるためと限定するならば，粉青沙器の各種技法は分かりやすいものとな
ろう。白化粧の上に掛けられた白釉についても，単純により白いものを求
めるならば伝統的な灰釉よりも長石釉が適合する。天然で産出する白土を
化粧土とし，その上に長石釉を掛けることが白さを演出する最良の組み合
わせであったろう。長石釉は装飾法に大きな改革を生み，筆を用いて自在
に紋様を描くことのできる“粉青鉄絵”が完成する。白黒の対比が明瞭な
けいりゅうざんよう
美しい作品が出来上がる。朝鮮では鶏竜山窯の鉄絵作品を代表として良い
だろう。この様に陶瓷技術的に見れば，普通化粧の方法が確立した後，長
石釉の使用が始まり，その後鉄絵技法が興きなければならない。
朝鮮において粉青沙器が生産されたころ，日本において興った茶の湯文
化を代表した茶人たちは，素朴な陶器に美しさを見出した。硬い金属器の
姿を写した高麗青瓷から始まった朝鮮の青瓷は，粉青沙器という化粧掛け
のもつ柔らかさと温かさを身にまとった陶器として完結する。中央官窯で
始まる完全な白瓷生産前縁期の，地方窯・民窯のみがもつ気取らない普段
使いの製品であった。
本稿の内容は，韓国にて発刊が予定される韓国文論文誌への投稿原稿に
手を加えたものである。該論は，制限された字数・時間内で考えをまとめ
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たものであった。充分に意を尽せない部分もあったので，本文の修正およ
び注釈の追加を行ったものが本稿である。これをもって定稿とする。
尚，本稿の掲載及び韓国論文誌への投稿にあたり専修大学樋口淳教授に
は大変お世話になった。記して感謝の意を示したい。
注
１）白瓷の誕生に先立ち，華北において釉下に化粧掛けを施す事実が認められる。こ
れ等は，白瓷・青瓷にとどまらず黒釉瓷に於いても見られる事から，異なる目的を
もつ化粧掛けとして以下の論文を著した。水上和則「北方白瓷の誕生と化粧掛けの
役割」『東京芸術大学美術学部紀要 第３６号』４５－６３頁，東京藝術大学美術学部，２００１
年
２）原料を水中に投じる比重選鉱の手法であり，機械化の進んだ現在も基本的に変わ
りはない。
３）機械力の無い時代には，複数原料の混合は多くの作業量を有し，生産作業の中で
使用量の多い粘土の混合は困難が多いため，焼成条件等に適合する原料を選別し単
体使用を行ったと推察する。
４）中国大陸をはじめ，朝鮮半島の全域，日本列島，東南アジアの諸地域ではカオリ
ンや珪石を多く含む酸性土壌であり，地中海周辺を中心とする欧州大陸の多くが石
灰岩を多く含む塩基性土壌をもつ。この基本的な土質の違いが，それぞれの地域で
産出する粘土原料の性質をも変えている。瓷器（越窯瓷器等）は東アジアで発明さ
れる条件が整っていたし，ガラスをはじめとする低火度釉陶器（デルフト等）は西
アジアから欧州で発明される条件が整っていた。瓷器が中国で発明・発達するもう
一つの条件は，効率の良い窯の発明に因る。
５）素地の表情を大きく左右するのは，混ぜ合わす原料のもつ粒度の違いである。粒
度の違いが焼成による焼き上がりにも差を生じさせる。釉との反応では顕著である。
６）釉原料に鉛・錫・亜鉛などの酸化金属を混入し釉の軟化熟成温度を下げる方法は，
西アジアからヨーロッパで行われる方法である。これに対して東アジア地域におい
て，釉の軟化熟成温度を下げるものはアルカリと石灰で，主に木灰を用いる。これ
等の原料の組み合わせ範囲では，１２３０℃近辺となる。
７）白瓷の完成時期は明確ではないが，北朝期の河南省の窯て完成されたとする説が
有力である。河南省鞏義市白河窯での生産報告があり，茶甌器形の青瓷器が疊焼き
されており，最上段に白瓷茶甌が置かれているという。
８）釉の分類上，釉への着色剤を意識的に加えていないものを総称し，白釉と分類す
る。白釉には透明釉も含まれる。
９）中国歴代名窯の釉と胎の化学組成については，周仁・李家治「中国歴代名窯陶瓷
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工芸的初歩科学総結」『考古学報』１９６０に詳しい。本論では，西晋越窯青瓷・南宋龍
泉窯青瓷元景徳鎮枢府瓷の代表的３点の釉組成を挙げるにとどめる。以下に示す補
表からアルカリとアルカリ土類の含有量の違いが顕著に読み取れる。
１０）原料の不足を未風化原料の採用で補おうとした事実を記した論文として，水上和
則「宋元代景徳鎮窯業における素地土配合の研究」『亜州古陶瓷研究Ⅳ』亜州古陶瓷
学会，２００９－３ がある。これには Na長石の増加が何を意味するか詳細に記載した。
１１）従来の灰釉系の白釉およびその発展系の色釉では，光沢透明領域が狭くまた焼成
温度幅も狭かった。華南で広く使用される龍窯では，窯構造的に焼成時内部の温度
差つまり温度分布が摂氏数十度から数百度にまで達するもので，内部に置かれた製
品類全体を均一に焼くことは困難であった。とりわけ一種類の釉が一度に焼けない
ことは，生産効率の悪さ，製品歩留まりの悪さに関わっていた。
この点において従来の灰釉系と比較し，長石釉は格段に改善されたのである。それ
は，焼成温度幅を広げるために必要なアルカリを，水に溶けにくい状態で安定に釉
に加えることで改良されるわけであるが，これが長石という鉱物の添加で実現した。
１２）焼成時に直火が当たる焚き口に近い面。火裏は，焼成時に直火が当たらない裏側
の面
１３）宋良璧「両件元代卵白釉印花盤」『文物』１９８７年－３期
１４）工業用に販売されている調合釉の商品名にいまだに名残がみえ，三号石灰釉と呼
ばれている。三杯釉の名称が変化したものである。一杯釉である一号石灰釉の販売
もなされている。
１５）素地と釉の境に生まれる中間層は，このようにでき上がった両者間の歩み寄り（共
融）層と考えられる。中間層の成分は主に灰長石が晶出したものであることが，分
析型電子顕微鏡で確かめられている。（素木洋一：「磁器碍子の釉薬について」昭和
６２年３月１２日 企業向け講習会の資料，電磁器協会）
１６）丁哲秀・宋基珍・樋口淳「粉青沙器研究の歩みと現在」『専修大学社会科学月報
SiO２ Al２O３ Fe２O３ CaO MgO K２O Na２O 灼滅
西晋・越窯上虞青瓷
（S４）＊１
６０．９４ １３．８４ ２．０４ １６．９１ ２．２３ １．８６ ０．８０ －
南宋・龍泉窯梅子青
（L４０D）＊２
６８．０２ １４．１４ ０．９１ ９．８８ ０．７７ ４．４１ １．５４ －
元・景徳鎮枢府瓷
（F１）＊３
７３．３６ １４．６１ ０．７８ ５．３３ ０．１６ ２．８９ ３．３１ －
＊１「中国歴代南北方青瓷的研究」『珪酸塩学報』１９８０ ＊２「竜泉瓷釉的研究」『珪酸塩学報』１９６４
＊３「中国歴代名窯陶瓷工芸的初歩科学総結」『考古学報』１９６０
補表．中国歴代名窯釉の化学組成
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No．５２０』専修大学社会科学研究所，２００６年６月によれば，姜敬淑の２００４年の論文「粉
青沙器の特徴と変遷」に示された時代区分と，日本出土朝鮮陶瓷器の考古学成果を
取り入れた時代区分から想定される。
参考とした資料・文献とキャプション等
表１．代表的天然陶瓷原料と含まれる鉱物
表２．実験で使用した愛知県常滑地域で産出した粘土３種の性質と特徴
表３．化粧土の種類と上に掛けられる白釉の種類の違いによる表情変化
図１．陶磁器素地の軟化温度と各種素地原料の配合を表す三角図
「陶磁原料学」講義資料，平成１１年。東京藝術大学。
図２．原料調整から見た焼成温度と釉調合理解を即すモデル．
図３．中国歴代窯で用いられた釉の塩基性成分の年代変化 著者作成
図４．Goldichの風化安定系列 Goldich, S.S（１９３８）「A study in rock weathering」Journal
of Geology, vol．４６，１７－５８
写真１．自然釉壷（鎌倉時代）常滑市立陶芸研究所蔵 常滑市立陶芸研究所使用権許諾
済み
写真２．粘土に木灰だけを掛けてみる（左が厚掛）SK８RF 著者作成・撮影
写真３．《青瓷褐彩罐》部分 南朝 浙江省博物館蔵 著者撮影
写真４．《白地黒花“濱逸人制”長方枕》部分 金代 磁県博物館蔵
邯鄲市博物館・磁県博物館『磁州窯古瓷』陝西人民美術出版社，２００４。書中７０頁よ
り転載。
写真５．《礼賓三島茶碗》徳川美術館蔵 谷晃・申翰均『高麗茶碗』淡交社，２００８年。書
中４１頁より転載。
写真６．《刷毛目茶碗》野村美術館蔵 谷晃・申翰均『高麗茶碗』淡交社，２００８年。書中
４３頁より転載。
写真７．《玉子手茶碗》彦根城博物館蔵 谷晃・申翰均『高麗茶碗』淡交社，２００８年。書
中４６頁より転載。
写真８．《金海茶碗》耕三寺博物館蔵 谷晃・申翰均『高麗茶碗』淡交社，２００８年。書中
６３頁より転載。
